
統

一
協
会
汚
染
の
碧
南
市
変
え
よ
う

１
月
13
日
、
碧
南
市
で

「新
春
の
つ
ど
い
が
開
か
れ

ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
、
年
金
者
組
合
の
榊
原
代
表
は

「年

金
者
組
合
の
加
入
者
が
過
去
最
高
に
な
っ
た
。
物
価
高

騰
の
中
で
の
年
金
生
活
者
の
く
ら
し
が
大
変
。
消
費
税

減
税
や
介
護

・
医
療
の
負
担
強
化
の
政
治
を
変
え
ま
し
ょ

う
」
と
語
り
ま
す
。

勇
退
の
弁

岡
本

守
正
議
員

岡
本

守
正
議
員
は

「７
期
28
年
間
働
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
の
要
求
実
現
に
が

ん
ば
り
ま
す
。
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
日
本
共
産
党
の

２
議
席
確
保
に
、
私
も
全
力
あ
げ
ま
す
。
」
と
決
意
を

の
べ
ま
し
た
。

磯
貝

・
山
口
氏
の
決
意

４
月
の
市
議
選
で
、
再
び
議
会

へ
と
熱
い
決
意
の
磯

貝
明
彦
氏

「落
選
し
て
本
当
に
悔
し
い
思
い
で
し
た
。

け
れ
ど
も
回
り
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
温
か
い
言
葉
で
励

ま
し
て
い
た
だ
き
４
年
間
、
地
域
要
望
実
現
の
た
め
に

み
な
さ
ん
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
は

海
抜
の
低
い
大
浜
南
部
地
域
に
と
っ
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
蜆
川
の
河
口
稼
働
水
門
、
川
口
防
災
拠
点

施
設
な
ど
防
災
対
策
に
が
ん
ば
る
。
統

一
協
会
禰
宜
田

市
長
は
近
く
に
住
ん
で
お
り
、
４
月
の
選
挙
で
決
着
を

つ
け

「統

一
協
会
の
碧
南
市
」
の
汚
名
を
払
拭
し
た
い
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。

気
候
危
機
打
開
と
く
ら
し
守
る

山
口
は
る
み
議
員
は

「前
回
コ
ロ
ナ
禍
の
選
挙
戦
を

闘
っ
て
議
会
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
市
民
病
院
守

る
公
約
の
実
現
へ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
広
い
ト
イ
レ
や
、

陰
圧
装
置
の
感
染
病
床
を
7
室
13
床
に
増
や
し
年
間
約

５
０
０
人
の
コ
ロ
ナ
患
者
を
治
療
出
来
た
。
ア
ジ
ア
、

日
本
で
最
大
の
二
酸
化
炭
素
を
発
生
し
て
い
る
気
候
危

機
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
石
炭
火
力

発
電
所
を
持
つ
碧
南
市
の
、
日
本
共
産
党
議
員
と
し
て
、

若
者
の
未
来
を
守
る
責
任
が
あ
る
と
、
４
年
間
、
経
済

建
設
委
員
と
し
て
、
削
減
目
標
引
上
げ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
省
エ
ネ
再
エ
ネ
の
強
化
を
抜
本
的
に
実
現
し

た
い
」
と
次
期
選
挙

へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

愛
知
自
民
党
も
パ
ー
券
裏
金

愛
知
県
選
挙
対
策
部
長
の
稲
生
俊
郎
さ
ん
は
愛
知
県

自
民
党
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
の
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク

が
収
支
報
告
書
の
独
自
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
を
報
告
。
２
０
２
１
年
11
月
14
日
に
行
な
っ

た
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
で
４
，
９
８
４
人
か
ら
１

億
４
，
５
２
０
万
円

（１
人
３
万
円
）
の
収
入
を

記
載
。
そ
の
う
ち
３
，
０
０
０
万
円
が
議
員
個
人

に
流
入
し
て
い
ま
し
た
。
碧
南
市
選
出
の
安
倍
派

衆
議
院
議
員
や
県
会
議
員
も
自
ら
疑
惑
解
明
が
必

要
で
す
。

裏
金
や
財
界
企
業
か
ら
の
献
金
で
見
返
り
政
治

を
行
い
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
の
負
担
強
化

な
ど
国
民

へ
の
し
わ
よ
せ
と
な
っ
て
い
る
。
統

一

協
会
市
長
に
ハ
ッ
キ
リ
物
言
え
る
日
本
共
産
党
を

伸
ば
し
て
ゆ
が
ん
だ
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
と
訴

え
ま
し
た
。
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「金権腐敗の自民党政治を終わらせましょう」の訴え

に聞き入る、新春のつどいの参加者。（1/13 市役所

レストラン２階）

日本共産党愛知県委員会のパーティ券問題記者

会見を伝える中日新聞 1/12付

介護保険料を引上げないで
第9期介護保険計画パブリックコメントに９名４１件
1月15日に締め切られた第9期介護保険計画のパブリックコメントに９名４１件

の声が寄せられました。今後１月２５日㈭午後１時半からの審議会で、報告がさ
れ介護保険料が決められます。
応募した方の声です
➀介護保険料の引上げをしないでください。3億円の基金を使って､物価高騰の中
限りある年金で暮らす高齢者のくらしを守ってください。②保険料、利用料の減
免制度は所得段階2までに限定せず、利用できる制度にしてください。半額、三分
の１でなく１００％減額も実施してください。③国民年金生活者も入所サービス
を受けられるようにしてください。④私は現在月12万円の年金で暮らしています。
高齢者控除金額の引下げで均等割のみ課税者となり介護保険料が増額しました。
生活は前より苦しくなっています。以前は14万円で非課税にされていたのに、多
くの国民が知らないうちに、増税するなどヒドイです。碧南市は国のこうしたや
り方に救済措置を取るべきです。



能
登
地
震
１
次
募
金
６
８
０
０
万
円

日
本
共
産
党
第
29
回
大
会
が
15
日
～
18
日
ま
で
、
静
岡

県
熱
海
市
の
伊
豆
学
習
会
館
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
民
党
政
治
を
終
わ
り
に
し
希
望
あ
る
新
し
い
日
本
を

つ
く
る
道
を
指
し
示
し
、
強
く
大
き
な
党
を
つ
く
る
歴
史

的
転
機
に
し
よ
う
と
、
参
加
者
の
意
気
高
い
熱
気
が
み
な

ぎ
り
ま
し
た
。

志
位
和
夫
委
員
長
は
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
日
本
共

産
党
に
寄
せ
ら
れ
た
能
登
半
島
地
震
募
金
全
国
か
ら
日
本

共
産
党
に
寄
せ
ら
れ
た
６
８
０
０
万
円
を
石
川
県
は
じ
め

被
災
自
治
体
に
届
け
た
こ
と
を
報
告
し
、
引
き
続
く
救
援

募
金
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

11
ヵ
国
の
大
使
、
外
交
官
が
出
席

大
会
に
は
11
カ
国
の
大
使
、
外
交
官
が
出
席
し
、
昨
年

12
月
に
日
本
共
産
党
代
表
団
が
訪
問
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
各
国
の
外
交
官
ら
も
出
席
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
を
め
ぐ
っ
て
こ
の
間
会
談
し
て
き
た

パ
レ
ス
チ
ナ
の
大
使
と
も
親
し
く
懇
談
し
ま
し
た
。

各
国
外
交
官
ら
か
ら
は

「日
本
共
産
党
の
外
交
的
立
場

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
と
平
和
と
い
う
意
味
で
非
常
に
似

通
っ
た
も
の
が
あ
る
。
私
た
ち
も
あ
な
た
方
と
同
じ
よ
う

に
、
地
域
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
非
常

に
注
目
し
て
い
る
」
（フ
ラ
ン
ス
）、
「平
和
と
人
権
、
コ
ミ
ュ

ニ
ズ
ム

（共
産
主
義
）
を
あ
わ
せ
て
若
者
の
関
心
を
ひ
い

て
い
る
点
に
非
常
に
関
心
を
も
っ
た
」
（ア
ル
メ
ニ
ア
）
な

ど
の
感
想
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

東
ア
ジ
ア
を
戦
争
の
な
い
地
域
に

大
会
の
中
心
点
に
つ
い
て

第

一
は
、
「い
か
に
し
て
東
ア
ジ
ア
を
戦
争
の
心
配
の
な

い
平
和
な
地
域
に
し
て
い
く
か
」
に
つ
い
て
で
す
。
日
本

共
産
党
代
表
団
が
昨
年
末
の
東
南
ア
ジ
ア
３
カ
国

へ
の
訪

問
を
通
じ
て
得
た
認
識
の
発
展
、
党
の
外
交
方
針
の
発
展

方
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
米
中
対
立

へ
の
対
応
で
、
大
国

の
関
与
を
歓
迎
す
る
が
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
側
に
立
つ
こ

と
は
し
な
い
と
い
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

「中
心
性
と
結
束
」

が
あ
る
と
述
べ
、
日
本
共
産
党
の
自
主
独
立
と
通
じ
る
も

の
が
あ
り
、
日
本
外
交
に
生
か
す
べ
き
教
訓
だ
と
指
摘
し

ま
し
た
。

日
本
政
治
の
行
き
詰
ま
り
の
打
開

第
二
は
、
日
本
の
政
治
の
行
き
詰
ま
り
を
ど
う
打
開
し

て
い
く
か
で
す
。
志
位
氏
は
岸
田
政
権
が
末
期
的
な
状
況

に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
民
党
政
治

の
全
体
が
末
期
的
な
状
況
に
陥

っ
て
い
る
と
指
摘
。
「底
な

し
の
政
治
腐
敗
」
「経
済
無
策
」
「戦
争
国
家
づ
く
り
」
「人

権
後
進
国
」
と
、
ど
の
分
野
で
も
岸
田
政
権
に

一
刻
た
り

と
も
日
本
の
か
じ
取
り
を
任
せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
退
陣
に
追
い
込
む
た
め
に
全
力
を
あ
げ
る
と
表

明
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
生
み
出
し
た
自
民
党
政

治
そ
の
も
の
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
と
訴
え
ま
し
た
。
日
本
の
前
途
を
開
く
二
つ
の
カ
ギ
と

し
て
、

(1)
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
国
民
運
動
を
起
こ
し
、
自
民
党
政
治

を
終
わ
ら
せ
る
国
民
的
大
運
動
を
起
こ
す
こ
と

(2)
日
本
共
産
党
の
総
選
挙
で
の
躍
進
䢣
を
訴
え
ま
し
た
。

強
大
な
日
本
共
産
党
へ
の
挑
戦

第
三
に
、
「長
期
に
わ
た
る
党
勢
の
後
退
か
ら
前
進
に
転

ず
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
な
い
」
点
に
つ
い
て
、
党
員
拡

大
に

「空
白
の
期
間
」
が
存
在
し
た
と
し
、
現
在

「党
勢

を
長
期
の
後
退
か
ら
前
進
に
転
じ
る
歴
史
的
チ
ャ
ン
ス
の

時
期
を
迎
え
て
い
る
」
と
し
、
客
観
的
条
件
と
主
体
的
条

件
を
全
面
的
に
生
か
し
、
「党
建
設
の
歴
史
的
後
退
に
ピ
リ

オ
ド
を
打
ち
、
前
進

・
飛
躍

へ
と
転
じ
る
歴
史
的
大
会
に

し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

社
会
主
義

・
共
産
主
義
論
の
意
義

第
四
と
し
て
社
会
主
義

・
共
産
主
義
論
の
意
義
を
三
点

に
わ
た
り
述
べ
ま
し
た
。

➀

「『
人
間
の
自
由
』
こ
そ
社
会
主
義

・
共
産
主
義
の
最
大

の
特
質
」

②

「人
間
の
自
由
」
に
つ
い
て

「三
つ
の
角
度
」
か
ら
整

理
し
、
国
民
の
疑
問
や
関
心
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
に
か
み

合

っ
て
党
綱
領
の
未
来
社
会
論
を
分
か
り
や
す
く
語
る
上

で
最
も
合
理
的
な
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

③
党
建
設
を
後
退
か
ら
前
進
に
転
じ
る
上
で
、
大
会
決
議

案
の
解
明
が
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
と
の
べ
ま
し
た
。

被
災
地
の
思
い
、
胸
に
。
募
金
に
感
謝

1
日
目
の
最
後
に
、
４
人

（緒
方
靖
夫
＝
外
交
。
山
添
拓

＝
国
会
。
内
田
裕
＝
福
岡
県
党
勢
拡
大
。
秋
元
邦
宏
＝
石

川
県
委
員
長
）
が
討
論
。
苦
難
が
続
く
石
川
県
の
県
委
員

長
の
秋
元
邦
宏
さ
ん

（68
）
の
発
言
は
、
現
地
の
党
員
や

議
員
が
、
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
緊
急
の
支
部
会
議
を
開

き
党
員
や
家
族
の
安
否
確
認
、
救
援
方
法
な
ど
を
話
し
合

い
、
車
中
泊
を
し
な
が
ら

「国
民
の
苦
難
軽
減
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
で
救

援
活
動
を
し
て
い
る

最
中
に
当
局
に
虐
殺

さ
れ
た
地
元
出
身
の

川
合
義
虎
の
志
に
も

ふ
れ
全
国
か
ら
感
動

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

1
月
19
日
（金
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）
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日本共産党 第２９回党大会

自民党政治終わらせ希望ある新しい日本を
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